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●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
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。

　平成15年は、広報誌で市町村合併問題の特集を盛んに組み始めた時期でした。当時、国は厳しい財政
状況を打開しようと小規模自治体の合併を進めており、本町は、近隣町との合併を提案されていました。
　同年7月号では、合併の是非について話し合った町政懇談会の様子が4ページにわたり掲載されました。
参加者は153名と例年に比べて多く、関心の高さがうかがえます。
　合併の長所・短所を説明する町に対し、町民からは「幌延単独でやっていけるのか」「合併を優遇する
時期を逃して不利益を被りたくはない」など質問や意見があがりました。ページの終わりは、町の意見
として「町民自ら地域の将来を考え、子孫のために何をなすべきかを考える機会を今後も持ちたい」と
締めくくられています。
　翌年、幌延、天塩、豊富、中川による「西
天北4町任意合併協議会」が設立されました。
4カ月にわたって5回の協議会を開きました
が、最終的には合併の一致点を見いだすこと
ができず、各町それそれが単独の道を選びま
した。
　ちなみに、平成13年1月号から広報誌の名
称が「広報ほろのべ」から「ほろのべの窓」
に変わっています。広報誌に愛称をつけよう
と公募し、町民66名の応募の中から選んだ
名称に決まりました。この愛称は、令和の時
代になった今も引き継がれています。

広報誌で振り返る「平成」の幌延町広報誌で振り返る「平成」の幌延町
改元記念特集改元記念特集

No.4

幌延町広報誌「ほろのべの窓」2003年7月号　No.465（平成15年7月号）
［こんなことが掲載されました］
　特集　市町村合併問題　～町政懇談会における質問・意見～

▲表紙は「幌延小学校大運動会」でした。
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